

































































































T＝3〔貫 ぴC 0℃ 0 C































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































① 6 1．6 4．7 53．0 53．0 2．1 2．26 5．40
② SL－FR 3．0
FSP－II
7．2 100．1 100．1 2．0 4．76 9．30
③ FSP－IV 1．6 52．6 52．6 0．50 2．36 9．28
④ 2 4．5 53．2 53．2 1．9 2．28 5．01
⑤ FR－FR
1．6
FSP－II 7．0 111．3 68．0 2．1 6．52 12．03
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Fig．17　Relationships　between　deformation　indices
　　　　and　the　thickness　of　slip　layer．
ると判断される．
　4つの変位指標と歴青材層厚hの関係をFig．17に
示す．4つの指標とも，無処理（h＝0）に比べ，h＝
2㎜で極端に低下し，h＝6㎜にしても，ほとんど変
わらない．このことは，歴青材塗布が盛土側地盤の圧
密沈下の均等化，背面地盤の変形抑止，矢板の側方変
位抑止に効果があること，しかも，歴青層厚は，厚い
程，目立って効果がある性質のものでなく，その差は
微小であり，経済性を考慮すれば，総合的に判断して，
盛土側片面処理，歴青層厚2㎜で十分と判定される．
7．あとがき
　壁面摩擦を考慮した有限要素解析による数値実験か
ら，歴青材を塗布した鋼矢板の打設は，盛土側地盤の
圧密沈下の均等化および背面地盤の変形抑止に効果が
あること，総合的に判断して，盛土側方面処理，歴青
層厚2㎜で十分との結論を得た．しかし，本解析モデ
ルでは，二次元的な圧密現象を表現し得ないなど，自
ら制約があり，最終的な判定は十分に計画された試験
施工に依るべきであることは言うまでもない．と同時
に，歴青材の粘弾性特性を表現できる特殊なエレメン
トの開発，既に提示している弾塑性モデルと間隙流体
との連成解析が今後の課題となろう．
　なお，本研究の計算には，本学情報処理センター・
FACOM－M360を使用したことを付記する．
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